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令 和 ７ 年 賀 詞 交 歓 会 開 催 
新春恒例の当協会賀詞交歓会が 1 月 10 日（金）12 時

30 分から、冬晴れの中、東京・大手町の KKR ホテル東京

10 階「瑞宝の間」において開催された（写真）。 

 今年も、多数の会員の皆様に加えて、農林水産省消費・

安全局植物防疫課・小宮課長、横浜植物防疫所・森田所

長、東京支所・村井支所長をはじめ植物検疫当局の要職

の方々、並びに(一社)全国植物検疫協会、近在地域協会、

関係団体の方々にご出席をいただき、盛会であった。 

 開会にあたり、福島会

長から以下の年頭のあ

いさつがあった。 

『明けましておめで

とうございます。 

本日は、ご来賓及び会

員の皆様方には新年の

お忙しい中、賀詞交歓会

にこのように多数ご出

席いただきまして誠に

ありがとうございます。 

また、日頃から当協会

の業務にご理解を賜り

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

本年が皆様にとりまして実り多い、良き一年となりま

すようお祈り申し上げます。 

本日はご来賓として、ご多忙のところ、農林水産省消

費・安全局植物防疫課課長小宮英稔様、横浜植物防疫所

所長森田富幸様、同所東京支所長村井覚様をはじめ、関

係当局及び関係団体の方々に多数ご出席頂いております。 

  のちほど小宮課長様、森田所長様からご挨拶をいただ

くこととしております。お二方におかれましてはどうぞ

よろしくお願いいたします。 

昨年を振り返りますと、先ずは元旦に発生した能登半

島地震に始まり、台風や前線による豪雨など災害が多い

年でありました。亡くなられた方々のご冥福をお祈りす

るとともに被災した方々に心からお見舞い申し上げます。

また一刻も早い復旧・復興を願っております。本年が平

穏であることを望みます。 

世界に目を向けますと今なお続くロシアによるウクラ

イナ侵攻はじめイスラエルとハマス・ヒズボラとの紛争、

シリアのアサド政権の崩壊、東アジアでも米中の対立や

ロシア・北朝鮮の軍事同盟の締結、年末の韓国における

大統領弾劾など、世界各地で紛争が発生し、対立と分断

が顕著となっています。これらは貿易への影響や、特に

アジアでの動きは地政学的な観点からも離せません。 

一方、パリ・オリンピック、パラリンピックが開催さ

れ、その平和の祭典で日本選手団の活躍がありました。

また日本原水爆被害者団体協議会「被団協」がノーベル

平和賞を受賞するなど平和の重要性が再認識されていま

す。あらためて平和を切に望む次第です。 

経済面では、我が国は昨年 17 年ぶりにマイナス金利が

解除されましたが、引き続きドル高・円安傾向が続いて

おり、ガソリンや食料品

等の価格上昇などによ

り私たちの生活に影響

を及ぼしています。 

さらに、アメリカでは

この 1 月に「アメリカ第

１」を掲げるトランプ氏

が再び大統領に就任し

ます。報道によれば、輸

入品に高関税を課し保

護主義的な施策をとる

と宣言しており、これも

我が国に影響を及ぼす

恐れがあります。 

私たちも、この難局を何とか乗り越えなければと考え

ております。 

ところで、当協会の業務につきましては、関係当局の

ご指導や皆様のご協力の下、昨年も順調に、円滑に対応

できたものと思っております。 

今後も輸入検疫の見直しや輸入禁止植物の輸入解禁な

どが行われる、と思いますので、これらの情報を早期に

把握し、会員の皆様に情報提供するとともに、具体化し

た事項につきましては的確、確実に対応いたします。 

引き続き関係する皆様のご指導、ご協力の下、植物検

疫業務が円滑に進められるよう協会業務を実施すること

としているのでどうぞよろしくお願い申しあげます。 

 本日は時間の許す限り新年を寿ぎ、ご歓談いただきま

すようお願い申し上げて挨拶とさせていただきます。』 

続いて小宮植物防疫課長及び森田横浜所長のあいさつ

（別掲）の後、三島副会長の乾杯の発声で開宴となり、

和やかな雰囲気の中、会場いっぱいに新春の語らいの輪

が広がった。 

 歓談が尽きない中、参会者各位の益々の繁栄と当協会

の発展を祈念して、小野専務理事の音頭で全員による三

本締めでお開きとなった。        （佐藤 勉） 
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新年を迎えて 

農林水産省 消費・安全局 植物防疫課長 小宮
こ み や

 英
ひで

稔
とし

 

 令和７年を迎え、皆様に新年のお喜びを申し上げます。 

本日は、東京植物検疫協会の賀詞交歓会にお招きいただ

きありがとうございます。 

また、東京植物検疫協会の会員の皆様、事務局の皆様に

おかれましては、日頃より、我が国の植物検疫の実施に際

し、格別のご理解とご協力をいただいておりますことに、

感謝申し上げます。 

本稿では、新年のあいさつとして、植物検疫行政におけ

る最近の動きと抱負を申し上げます。 

はじめに、昨年は、農政の憲法とも言われる食料・農業・

農村基本法が改正され、病害虫の発生・まん延の防止に必

要な施策を講じることが掲げられました。現在、基本法に

基づく基本計画を策定中ですが、その中に、植物検疫、病

害虫防除をしっかりと位置付けていくことは、年初からの

大仕事だと思っております。 

また、昨年の情勢を振り返りますと、我が国では、暖冬

と長い夏のせいで、例年になく病害虫が活発な年でした。

特に、水際検疫にあっては、温暖化の影響で世界的にも病

害虫の発生分布が拡大しており、一部品目について緊急的

に輸入を止めざるを得ない事例や、輸出国における検疫措

置の実施の監視を強化するため、試行的にモニタリング検

査を導入する事例もございました。 

当課は、このような傾向は、今後も続くと見通しており、

また、旅客の携帯品検査も増加する中で、我が国の農業生

産の安全を図るためには、水際検疫の強化につながる検査

の高度化・合理化が不可欠であると考えております。 

具体的には、水際検疫の DX 化に向け、AI を活用した X

線検査技術の国際郵便物検査への導入や、インターネット

上の膨大な情報から、違法に持ち込まれた植物の情報を収

集するスクレイピング等の技術の活用による監視の強化、

更には、ｅPhyto システムの導入を視野にいくつかの国と

の試験接続を実施すべく検討を進めているところです。 

また、この他の情勢として、令和５年の改正植物防疫法

の施行により新たに有害植物に位置付けられた「草」につ

いては、各種草による被害の態様を踏まえて、リスクを適

切に評価可能な手法の開発を進めているところであり、専

門家にも意見をいただきながら、実行可能な検疫措置の導

入に向けた検討を進めてまいりたいと考えています。 

輸出検疫については、令和５年に登録検査機関制度を開

始し、現在までに、検査会社及び流通系の法人等、幅広い

業種から 14 法人が登録されており、より多様な検査ニー

ズに対応できる体制の整備が進んできました。登録検査機

関の活用は、輸出検査の効率化において不可欠であること

から、皆様の一層のご活用をお願いいたします。 

諸外国との植物検疫協議については、今後の輸出拡大に

は、産地負担の軽減を図るため、検疫条件の緩和が重要と

考えております。昨年はニュージーランド向けかんきつ類

の条件緩和を実現しました。本年は、ブラジル向け精米、

タイ向けかんきつ類等の条件緩和協議を進めてまいりま

す。加えて、タイ向けゆず・きんかん、米国向けさくらの

切り枝、豪州向けメロンなど、計 14 か国、46 件の輸出解

禁協議を進めてまいります。 

以上、植物検疫行政における最近の動きと抱負を申し上

げました。気候変動等により病害虫の発生動向が変化する、

インバウンドをはじめとする国際物流が活発化すると

いったように、植物防疫を巡る状況は常に変化していると

ころですが、我が国の農業の安定生産・発展に向け、皆様

との連携を密にしつつ尽力していく所存ですので、本年も

皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

新年のごあいさつ 

横浜植物防疫所 所長 森田
も り た

 富
とみ

幸
ゆき

 

令和７年の新年を迎え、皆様には新春のお慶びを申し

上げます。 

本日は、東京植物検疫協会賀詞交歓会に参加させてい

ただき、感謝申し上げます。ご出席の皆様には、日頃か

ら植物検疫事業の円滑な推進に多大なるご理解とご協力

を賜り、本席をお借りして厚く御礼申し上げます。 

植物防疫所におきましては、本年も迅速かつ的確な植

物検疫業務を行って参る所存ですので、引き続き宜しく

お願いいたします。 

この機会に、植物防疫所の状況をお話しさせていただ

きます。 

【輸出入貨物検査実績（横浜管内）】令和６年（2024 年）

の横浜管内における数量ベースの輸出入貨物検査実績

（速報値）は、輸入では、各品目とも前年と比べてほぼ

横ばいとなりました。油料・肥飼料・その他雑品等（108%）

のうち、バイオマス燃料用植物（112％）の輸入量は年々

増加しており、コロナ禍前の 2019 年との比較では 3 倍以

上（308%）にも達しています。 

輸出では、前年に比べて栽植用球根（332%）、まめ類

（284%）、嗜好香辛・薬染料・その他食品（163%）が増加

した一方、切花（76%）、木材（76%）は減少、それ以外の

栽植用植物や生果実等はほぼ横ばいでした。 

【輸入検疫】令和５年８月５日から、貨物で輸入される

植物について、輸出国政府が発行する検査証明書の添付

が厳格化されました。同日以降、穀類等の一部の植物に

おいて検査証明書の原本の到着が間に合わなかった場合

に検査証明書のコピーで輸入検査とその後の合格証明書

発行まで行う暫定的な措置を設けましたが、この対応も

昨年８月４日に終了したところです。 

一方で、近年は輸出国の確認システムにより検査証明

書の真正性を確認できる国・地域が増えつつあり、本年

１月１日現在、30 の国と地域でその確認が可能となって 
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このように、検査証明書をめぐる状況は変化していま

すが、検査証明書の着実な取得・添付に、引き続き、皆

様のご協力をお願いします。 

また、検査証明書の添付厳格化に伴い、輸出国におい

て、再循環式や Deep Probe式といった、実績のあまりな

い方式で本船くん蒸された穀類等が輸入される事例が確

認されており、この中には高濃度の残存ガスが検出され

た危険な事例もありました。つきましては、植物検疫に

おける危害防止対策の徹底を改めてお願いします。 

【電子植物検疫証明書（ePhyto）】続いて、電子植物検疫

証明書（ePhyto）について触れさせていただきます。 

国際植物防疫条約（IPPC）事務局において、多国間で電

子植物検疫証明書（ePhyto）を交換するための中継シス

テムが開発され、2018（平成 30）年６月から運用が開始

されています。運用開始から既に６年半が経過し、本年

１月１日現在で 90か国以上がこの ePhytoを利用できる

状況になっていますが、ご承知のとおり我が国では利用

ができない状況にありました。 

このため、我が国でも来年度の政府予算案において

ePhytoを開発・実装する予定としており、本年 10月予

定の輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）の大規

模更改にあわせ段階的に運用を開始することとしていま

す。なお、夏以降に会員の皆様を含めた輸出入者向けの

「ePhyto説明会」を開催する予定ですので、今しばらく

お待ちいただけますと幸いです。 

【輸出検疫】輸出検疫関係では、登録検査機関の積極的

な活用に加えて、輸出者からのニーズに迅速に対応する

ため令和５年度からリモート検査を導入しています。こ

れまでは小麦粉、赤玉土などを対象に実施してきました

が、昨年は凍結品、製材などを新たに対象品目として追

加しました。今後ともより多くの方にご利用いただくよ

うに努めてまいります。 

以上、簡単に最近の動向を説明いたしましたが、植物

防疫所としては、昨年の改正植物防疫法の施行も踏まえ、

引き続き適切に植物検疫を推進していく所存ですので、

関係の皆様による植物検疫への一層のご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

最後に、本年が東京植物検疫協会、並びに会員各社、

皆様方にとって良い年となりますよう祈念いたしまして、

新年の挨拶といたします。 

業務グループ パキスタン産チョウサ種マンゴウ 

東京港初入港 

10 月 16 日青海埠頭入港【PHEN BASIA】号でパキス

タン産チョウサ種マンゴウ生果実が東京港に初めて輸入

され、検査結果は合格であった。 

平成 23 年 1 月 31 日に条件付きで輸入が解禁され、海

港の輸入としては初めての輸入となる。パキスタンはウ

リミバエ及びミカンコミバエ種群の発生国の為に、寄主

植物の生果実は輸入禁止対象となっており、条件に適合

したもののみ輸入可能となっている。 

輸入時の主な条件は、パキスタンで生産されたシンド

リ種及びチョウサ種のマンゴウの生果実であること。指

定された蒸熱処理施設において、飽和蒸気を使用して、

生果実の中心部の温度を摂氏 47 度とし、その温度以上で

25 分間消毒すること。こん包については、① 消毒された

生果実は、ミバエ類の侵入するおそれがないと認められ

る材料によりこん包されていること。② ①のこん包は、

ミバエ類の侵入するおそれがないと認められる場所で行

われていること。③ 各こん包又は束ねたこん包には、パ

キスタン植物防疫機関による封印がなされていること。

また、輸出植物検疫が終了している旨及び仕向け地が日

本である旨の表示をすることなどがある。 

 パキスタン産マンゴウは濃厚な甘みと芳醇な香りが特

徴で、特に甘さに関しては糖度24度にも至るといわれ「世

界一甘いマンゴウ」と称されている。 

「世界一」の濃厚な甘みを是非とも一度食してみては

いかがでしょうか。 

    (萩原 貴史) 

会 員 ・ 役 員 の 異 動 (令和 6 年 10 月 1 日～令和 6 年 12 月 31 日) 

11 月 1 日 [運輸] 〒231-0005 (

10 月 1 日 ←

11 月 20 日

☆社名変更

和 光 食 糧 豆 類 販 売 ㈱ 和 光 食 糧 ㈱

☆退会会員

テ ィ ー エ ム ㈱

☆入会会員

横浜市中区本町2-14 045（641）8036㈱ ダ イ ド ウ ト ラ ン ス プ ラ ネ ッ ト

 

 



　東 京 港 輸 入 植 物 品 目 別 統 計 表
　単 　　　　  　      　コ   　ン  　テ 　 ナ 　 詰 　        　 　在  　来  　船  　積 　　         　合　　　           　計

  位 　本　　数      検  査  数  量   不 合 格 数 量    　検  査  数  量   不 合 格 数 量      検  査  数  量   不 合 格 数 量

 栽植用植物  個 74 2,121,568 55,600 0 0 2,121,568 55,600
 栽植用球根類  個 101 20,870,357 0 0 0 20,870,357 0
　　　ア マ リ リ ス    " 5 46,512 0 0 0 46,512 0
　　　チ ュ ー リ  ッ プ    " 0 0 0 0 0 0 0
　　　ユ リ    " 92 18,809,145 0 0 0 18,809,145 0
 栽植用種子  kg 340 3,721,498 1 0 0 3,721,498 1
　　　草 花・樹 木    " 2 21,503 0 0 0 21,503 0
　　　野 菜    " 158 706,276 1 0 0 706,276 1
　 　 普 通 ・ 特 用 作 物    " 50 749,097 0 0 0 749,097 0
　    牧 草 ・ 芝 草    " 113 2,111,868 0 0 0 2,111,868 0
 切花、　切葉、　切枝  個 2,668 381,813,253 1,030,028 0 0 381,813,253 1,030,028
　　　ア ン ス  リ ュ ー ム    " 0 96,804 4,888 0 0 96,804 4,888
　　　オ ン シ ジ ュ ー ム    " 117 5,530,005 40,450 0 0 5,530,005 40,450
　　　キ ク    " 1,579 162,000,385 90,560 0 0 162,000,385 90,560
　　　シ ダ (レ ザーフ ァ ン)    " 132 20,843,200 0 0 0 20,843,200 0
 果 実  kg 7,096 118,428,988 7,605,083 296,037,063 220,726,308 414,466,051 228,331,391
　　　オ レ ン ジ    " 618 10,992,386 17,451 0 0 10,992,386 17,451
　　　グ レー プ フ ル ー ツ    " 106 1,922,955 0 0 0 1,922,955 0
   　 タ ン ジ ェ ロ (ミネオラ）    " 47 984,399 0 0 0 984,399 0
　　　レ モ ン    " 296 5,701,376 17,685 0 0 5,701,376 17,685
      パ イ ン ア ッ プル    " 850 12,958,979 3,127,017 23,456,888 21,135,683 36,415,867 24,262,700
　  　バ ナ ナ    " 2,370 39,796,127 4,290,401 238,676,863 199,590,625 278,472,990 203,881,026
　　  マ ン ゴ ウ    " 47 248,329 0 0 0 248,329 0
　  　キ ーウ ィ フ ル ー ツ    " 648 11,457,541 0 33,885,756 0 45,343,297 0
       ブ ド ウ    " 182 2,691,025 0 0 0 2,691,025 0
 野 菜  kg 13,772 278,163,924 1,342,520 1,296 0 278,165,220 1,342,520
　　　カ ボ チ ャ    " 507 12,385,494 1,285,375 0 0 12,385,494 1,285,375
　　　サヤエン ドウ (キヌサ
ヤ)

   " 17 146,729 0 0 0 146,729 0
    　パ プ リ カ    " 50 407,490 5,785 0 0 407,490 5,785
　　　 メ ロ ン （ハ ミ ウ リ 含 む)    " 48 857,730 0 0 0 857,730 0
　　　キ ャ ベ ツ    " 315 7,178,460 0 0 0 7,178,460 0
　　　セ ロ リ    " 15 239,767 32,172 0 0 239,767 32,172
　　　ナ ガ ネ ギ    " 2,060 30,014,615 0 0 0 30,014,615 0
       ニ ン ニ ク の 芽    " 27 1,348,453 0 0 0 1,348,453 0
   　 ハ ク サ イ    " 0 79,680 0 0 0 79,680 0
　　　ブ ロ ッ  コ リ  ー    " 106 1,256,829 0 0 0 1,256,829 0
       レ タ ス    " 245 2,865,795 0 0 0 2,865,795 0
　　　タ マ ネ ギ    " 5,144 126,063,009 0 0 0 126,063,009 0
　　　ニ ン ニ ク    " 648 12,265,528 0 0 0 12,265,528 0
      ア ス パ ラ ガ ス    " 0 965 0 0 0 965 0
　　　ゴ ボ ウ    " 289 7,633,780 0 0 0 7,633,780 0
　　　サ ト イ モ    " 42 872,578 0 0 0 872,578 0
       シ ョ ウ ガ    " 319 7,270,087 0 0 0 7,270,087 0
　　　ニ ン ジ ン    " 1,400 36,170,320 0 0 0 36,170,320 0
 こ く 類  kg 8,698 181,512,480 160,462 136,486,197 0 317,998,677 160,462
      オ オ ム ギ    " 61 1,300,362 0 0 0 1,300,362 0
　　  エ ン バ ク    " 383 8,619,639 0 0 0 8,619,639 0
　　　コ ム ギ    " 180 3,503,589 0 136,485,654 0 139,989,243 0
　　　コ メ    " 2,092 41,502,027 0 0 0 41,502,027 0
　　　ソ バ    " 383 7,762,754 40,442 543 0 7,763,297 40,442
　　　ト ウ モ ロ コ シ    " 310 5,722,707 0 0 0 5,722,707 0
　 　 モ ル ト    " 5,145 110,460,112 0 0 0 110,460,112 0
 ま め 類  kg 8,962 179,255,233 304,322 0 0 179,255,233 304,322
　　　エ ン ド ウ    " 86 1,853,710 0 0 0 1,853,710 0
　　　ダ イ ズ    " 8,403 168,202,676 304,322 0 0 168,202,676 304,322
　　　ラ ッ カ セ イ    " 209 4,406,291 0 0 0 4,406,291 0
 嗜好香辛、薬染料、その他食品  kg 4,379 68,518,472 40 0 0 68,518,472 40
　　　カ カ オ　    " 16 167,573 0 0 0 167,573 0
　　　コ ー ヒ ー　    " 58 367,686 0 0 0 367,686 0
       タ バ コ    " 640 11,664,280 0 0 0 11,664,280 0
       ア ー モ ン ド    " 1,162 20,369,631 0 0 0 20,369,631 0
　　　ク  リ    " 19 236,184 0 0 0 236,184 0
　　　ク  ル  ミ    " 578 9,965,173 0 0 0 9,965,173 0
       ポ ッ プ コ ー ン    " 433 8,715,536 0 0 0 8,715,536 0
 油料、肥飼料、 その他雑品  kg 26,722 611,323,938 18,480 0 0 611,323,938 18,480
　　　乾 燥 牧 草 (ヘ イ)    " 20,000 470,558,383 0 0 0 470,558,383 0
       ア ニ マ ル フ ィ ー ド    " 26 345,698 19 0 0 345,698 19
       ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾍｲｷｭｰﾌﾞ ・ ﾍﾟﾚｯﾄ    " 1,334 33,701,486 0 0 0 33,701,486 0
       コ ー ン コ ブ ミ  - ル    " 44 1,073,719 0 0 0 1,073,719 0
       飼料大豆カス,ペレッ ト    " 478 11,352,979 0 0 0 11,352,979 0
       ビートパルプペレッ ト    " 98 2,082,389 0 0 0 2,082,389 0
　　　イ ネ ワ ラ　    " 233 3,713,398 0 0 0 3,713,398 0
       コ コ ピ ー ト    " 570 10,698,682 0 0 0 10,698,682 0
       コ コ ヤ シ 園 芸 資 材    " 69 1,312,662 279 0 0 1,312,662 279
　　　 ピ ー ト モ ス    " 1,228 27,405,492 0 0 0 27,405,492 0
　　 　ミ ズ ゴ ケ    " 39 57,046 0 0 0 57,046 0
       タ ケ    " 60 970,075 0 0 0 970,075 0
 木 材 　ｍ3 13 210 0 0 0 210 0

 kg 69,969 1,440,924,533 9,430,908 432,524,556 220,726,308 1,873,449,089 230,157,216
　*　* 　総 　合 　計　 *  *  個 2,843 404,805,178 1,085,628 0 0 404,805,178 1,085,628
  　ｍ3 13 210 0 0 0 210 0
 注）　主要品目のみ掲載。 携帯品、郵便物及び他港からの荷受分は含めない。　
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